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第 5章 研究③：プログラム展開の指導者の視点から見た成長プロセスと要因・・・・・・・・80 
Ⅰ.研究の目的 
Ⅱ.方法 



































への小学生の参加率は，どの学年でもおおむね低下しており，特に小学校 4～6 年生は 2006 年
度から 2012年度にかけて 10ポイント以上低下している．1年間にキャンプをした者の割合は 10代






































 そのような野外教育の発展に影響を与えた思想的背景としては John Dewey や William H. 
Kilpartric. kや L. B. Sharp らの経験主義教育の影響が指摘されている（江橋，1987）． 


































れたウィルダネス教育協会がともに冒険プログラムのリーダーシップをとった（Betty, v. d. S.，1997）．
やがて 1980 年代になると学校外で冒険プログラムが増加し始め，特に冒険療法は政府の支援に




 野外教育の最も基本的な考え方は“Education in, about, for the outdoors.”（Betty, v. d. S.，1997） 

























































然の家が 217 施設，宿泊型の青年の家が 121 施設，宿泊型青年の家が 69 施設，野外教育施設
が 61 施設あり，その利用状況は利用者の 8 割以上が 2 泊 3 日以内である（文部省，2008）．また
こうした施設は現在，老朽化や管理費の問題などを抱えており，719 か所あった少年自然の家や


































































（Betty, v. d. S.，1997）を経験するためには自然の懐深く入っていく必要があると言える． 
しかしながら，2017年 3月 27日に栃木県那須町で起きた登山講習中の高校生ら 8人が雪崩で
犠牲になった事故が物語るように，教育の一環で行われる野外活動中の事故は，その主催者と指
導者に対して大きな社会的責任が問われてしまう（平成 29 年 3 月 27 日那須雪崩事故検証委員






























































































































































































チャレンジ・プログラムである．本プログラムは 2002 年に第 1 回のプログラムを半年間試験的に実
施し，2003 年より通年のプログラムとして四季折々日本の自然を最大限にいかした内容を試行錯
誤しながら実践をしてきた．しかし，これまでその内容を精査し，プログラムの効果について言及し














































































































23 名，2003 年 25 名，2004 年 52 名，2005 年 60 名，2006 年 60 名，2007 年 58 名，2008 名 53
































ため 5 合目から頂上を目指すだけでなく，1，2 合目あたりをフィールドに夏・秋と厳冬期のそれぞ
れの表情を体験した．白馬登山は，毎年 1 回は大きな山に登ることにしており，ここ数年白馬岳山



































2 初めてキャンプ 4月27～28日 鋸南（テント泊） 初心者対象のキャンプと海遊び 15




4 シーカヤック 5月19日 江ノ島 シーカヤックで江ノ島一周に挑戦 18











8 シャワークライミング・キャンプ 7月27～28日 丹沢（テント泊） 丹沢の水なし川を上りながらキャンプ 8
9 サーフィン教室 7月30日 片瀬西浜海岸 キッズ用ボードでサーフィン 34




















15 セーリング教室 10月30日 江ノ島 藤沢市セーリング連盟による指導 10








































































































富士登山キャンプでは，夜中の 12 時に 5合目を出発しご来光を見るはずだったが「午前 2時，
7 合目付近，I 君が高山病と低温症で泣き始める」，「Y 君（小 4）が，めがねが曇り，前が見えずに
目をつむり，意識も薄れた状態で歩き，何度も転んだ」，「辛そうな子に対して，『Y，大丈夫か』，『I
がんばれ』という声が何度もあった」，「I 君（小 4）は『もう二度と富士山には登らない』と言っていた」，







































































































































































































































































インタビューは 2014 年度バディキッズ・アドベンチャー・チャレンジ・プログラム（表 2）に参加登
録した 12 名の参加者に対して実施した．対象者を 12 名とした理由は，潜在的な意見の 9 割程度
は 12 名に対するインタビューで抽出されることを示している先行研究（Greg, 2006）に依拠してい
る．対象者の選定においては偏りなく意見を収集するために，対象者の属性が多様になるように，
また 1 年間（23 回中）に 5 回以上プログラムに参加していることに配慮し，サンプリングを行った．





























2 米づくり体験 5月11日 妙高市 無農薬、無化学肥料、天日干し 15
3 ネイチャートレッキング 5月18日 三浦アルプス 三浦の二子山周辺のブッシュと沢歩き 20
4 ライフセービングトレーニング 5月25日 江の島 大会に向けたトレーニング 18
5 KLFジュニアライフセービング大会 5月26日 葉山 ライフセービング神奈川県大会に出場 18
















10 勉強キャンプ 8月8～10日 鋸南 宿題と海遊びのコラボ 12
11 セーリング教室 9月7日 江の島 OPヨットを自分で操船して海に出る 20
12 白馬登山 9月13～14日 白馬 白馬大池ビバークから白馬山山頂へ 12
13 サーフィン教室 9月23日 江の島 キッズ用ボードで波乗りに挑戦 30
















20 ライフセービングAUSキャンプ 2月5～11日 メルボルン メントーンクラブチームと合同合宿 7
















1 中3 15 男 8 水泳
2 小5 11 男 3 サッカー
3 小5 11 男 5 野球
4 小5 11 男 5 空手
5 小4 10 男 3 柔道
6 中1 12 女 6 フィギアスケート
7 小5 11 女 3 なし
8 小5 11 男 4 テニス
9 小4 10 女 4 サッカー
10 小3 9 男 3 サッカー
11 小5 10 男 5 ラグビー
12 小5 10 男 3 体操






























































































































































































































































































































































インタビューは研究 1 においてインタビュー対象者となった 12 名の参加者の保護者に対して実
















60 分であった．面接記録は IC レコーダーによる録音を行い，また筆記による記録を行った．収集
67 
 
した情報は，逐語データとしてまとめ，1 人につきおよそ 4,000 字から 17,000 字程度の内容が得ら
れた．対象者には，本調査の趣旨，調査内容，参加は自由意志であること，個人情報は厳守され
ることを説明し，文書による同意を得た．実施にあたり，事前に早稲田大学の「人を対象とする研究




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































者として携わった者 12名に対して実施した．対象者数を 12名とした理由は，Greg （2006）の先行

















No． 年齢(年) 性別 指導年数（年） 得意な活動種目 資格・実績
1 35 女 9 カヤック 国体出場
2 35 女 7 サーフィン 全国大会出場
3 19 男 2 スキー -
4 35 男 10 ライフ ライフセーバー
5 57 男 25 登山 山岳ガイド
6 38 女 9 サーフィン ライフセーバー
7 35 女 6 ライフ ライフセーバー
8 58 男 30 登山 山岳ガイド
9 45 男 25 サーフィン ライフセーバー
10 44 男 8 ランニング 全国大会出場
11 32 女 8 ライフ ライフセーバー



































 逐語化した 137 の逐語録をコード化する作業を繰り返し，分析ワークシートを整理した結果，67
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